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疫学研究・臨床研究に関する情報の公開について

研究課題名

,ね血陽色疾患およびし付金き静こおける患静朝■を規定する因子の険討

研究計画

(1)背 景。意義

心l「uリハビリテーションおいて運動療法は栄養指導や生活指導と共に重要な役割を果たしている.心血管疾

患忠者における運動療法は運動耐容能,自 律神経および炎症反応の是正などの効果が期待され,さらに,11

命予後の改善,入院率の減少をもたらすことが明らかとなっている 1.しかしながら,先行研究によれ,ば,年齢 ,

性別や合併症の有無により,運動療法による運動耐容能改善効果に差があることが報告されている 2.そ のた

め,リ ハビリテーション介入時に各患者の臨床的背景因子および身体機能を把握し,介入に役立てることは重

要であるが,いまだ不明な点が多いのが現状である.患者転帰に影響を及ぼす臨床的背景因子または身体機

能を明らかにすることができれば,介入方法を検討する一助となり,患者の身体機能向上,さらには生命予後改

善にt)寄 与する可能性がある

(2)日 白も

八、院時の臨床的背景因子や身体機能とリハビリテーションの介入効果の関連およびそれらの因子が患者の

転帰または予後に及ぼす影響を明らかにすること.

(3)方法

1.対,こ者

虚血いt,失患または織 有しており,バ党嘲こリハビリテーションが施行されたすべての患惹

2.研究デザイン

|^研旬1前向きコホート研究 入塊t リハビリi撤部熱 よびご期部編躍墜Z訴¬ハ その後 ■定期間もうけた後に 心

雌紫 ベント

“
泊無 ら入Jぉょて■拾i予後植 る 予調醐 は3年とする.

3 討計沓I頁目

臨神鼎鐸因了ち功府勘 量 身肉鮨ヒ ロ常‖辞籠11髄dity of lifel,認籍籍
=訂
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4.角鞠昨ラ与法

バ坑および初回リハビリ時 ,と リヽハエントリー時および週院寺識劃こて得られたデニタ間の関己 調査項目および週院

後′イベント:憲|の関自こう´ヽ0資 けヽる

本研究では通常診療で得られノた臨床データを使用するため,すべてのデータは診療録から採取する.

個人情報の取り扱い

本研究の目的を達成するためにZ、要な範囲を超えて診療録からの個人情報を取り扱いません.また,得られた

情報は個人が特定されないように匿名化した上で,細心の注意を払い安全に管理します

なお,本研究により得られる研究結果は個人が特定されることはない形でまとめます .

連絡先

リハビリテーション科 理学療法士 水越 大輔 :内線 3409


